
＜議決事項＞
１．総会関連事項
　　❶総会開催要項及び総会運営委員
　　　候補者について
　　❷０８年度末決算及び剰余金処分
　　　（案）について
　　❸第７期役員定数・選任候補者、
　　　役員報酬について
　　❹役員報酬規則の改定について
２．総会議案
３．日本監査役協会への加入の件

＜報告・承認事項＞
１． ０８年度事業のまとめ
　　❶無店舗事業・商品事業
　　❷店舗事業
　　❸インターネット事業
２．商品事故関連
３．諸会議報告
　　❶４～５月専務理事会議の報告
　　❷組合員会議報告
４．組織関連報告
　　❶新型インフルエンザ対応についての報告

　　❷コープきんきでの時間外勤務管理の
　　　強化及び生協労連関西地連への対応
　　　に関する報告
　　❸内部統制の構築の進捗状況の報告
　　❹第７期理事会への申し送り事項
　　❺アドバイザー契約の期間満了に
　　　関わる報告
５．理事の自己契約等に関する報告
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会 議 報 告

第 1四半期
共同開発商品のとりくみ

　第 1 四半期の共同開発商品の実績は 94.9 億円で、前
年比 99.6％でした。エリア共同開発商品部門別では農産

（115.7％）、水産（102.8％）、冷食（104.4％）、米（105.3
％）、パン菓子（105.6％）などが前年より伸長しています。

CONTENTS

４～ 6月の主なデビュー商品

7会員の仕入金額
区分 実績 前年実績 前年比

エリア共同開発商品 6,428,160 6,447,293 99.7%
全国共同開発商品 2,856,160 2,845,002 100.4%
ネットワーク商品 205,164 238,011 86.2%

合　　計 9,489,484 9,530,306 99.6%

新
開
発

農
産

台湾バナナ　
600g

甘みが強く、ねっとり感
があります。皮に黒いシ
ミなどがありますが食味
は問題ありません。

水
産

CO・O Ｐ
無着色たらこ

（切子）  60g

アメリカ（アラスカ）産
の切子を、発色剤や着色
料を使わずに漬け込んだ
ひとくちサイズのたらこ
です。

菓
子

CO・O Ｐ
国産果汁使用
ちっちゃな
果物バー　
24 本

《15ml×4 種×6》

りんご、みかん、ぶどう、
ももの 4 種類。国産果
汁を使ったひとくちサイ
ズのバー（果汁分 20%）
です。

菓
子

CO・O Ｐ
南国白くまバー
55ml × 5 本

練乳風アイスにピーチ、
パイン、小豆を入れたバー
タイプです。香料は使用
していません。

●第 6 回通常総会を開催しました � p1

●第 6 回通常総会・代議員の発言要旨／
 　新しく選任された役員 � p2 〜 p3

●「09 年度第 1 回組合員理事懇談会」開催 � p4

●「第 17 回商品開発組合員懇談会」開催 � p5

● 2009 年度の第 1 四半期事業到達
　 無店舗　食品事業／非食品事業	 　　　　　　　　　　   p6
　 インターネット事業／店舗事業／品質保証 � p7

●第 1 四半期共同開発商品のとりくみ�
　4 〜 6 月の主なデビュー商品
　会議報告					         p8

第 6回通常総会を開催しました。
２００９年６月１３日（土）千里阪急ホテル（大阪府豊中市）において、第６回通常総会を開催しました。
代議員５５名が出席し、第１号から第７号の議案の審議をおこない、すべての議案が満場一致で可決・承認されました。

総会の様子

採決の様子

議案提案

採決結果 反対 保留 賛成
第１号議案　2008 年度事業報告、決算報告・剰余金処分案承認の件及び監査報告 0人 0人 53人
第２号議案　2009 年度事業計画・収支予算案承認の件 0人 0人 53人
第３号議案　第３次中期計画承認の件 0人 0人 53人
第４号議案　役員選任の件 0人 0人 53人
第５号議案　役員報酬決定の件 0人 0人 53人
第６号議案　総会運営規約改定の件 0人 0人 53人
第７号議案　議案議決効力発生の件 0人 0人 53人

採決結果

＜議決事項＞
１．役員人事について
２．理事報酬について
３．顧問の選任について

＜議決事項＞
１．無店舗食品発注システム構築
　　の投資について
２．規則類の改定・廃止について
３．09 年度基本分担金の確定と
　　納付について

＜報告・承認事項＞
１．第１四半期事業のまとめ
　　❶無店舗事業・商品事業
　　❷店舗事業
　　❸インターネット事業
　　❹決算報告
２．諸報告

　　❶第６回通常総会のまとめ
　　❷６～７月専務理事会議報告
　　❸組合員会議関連
　　❹夏期賞与の支給について
３．事業連帯政策会議・ガバナンス討議の
　　すすめ方

第6期第6回
理事会

５月２７日（水）
午後２時２５分～
５時００分

第7期第1回
理事会

6月13日（水）
午後3時15分～
3時 20 分

第 7期第2回
理事会

7月22日（水）
午後２時 30 分
～５時 00 分

単位：千円

7会員のエリア共同開発商品〈部門別仕入金額〉
部門名 実績 前年実績 前年比
農産 323,541 279,594 115.7%
水産 842,173 818,922 102.8%
畜産 482,805 618,162 78.1%
日配 1,343,582 1,336,917 100.5%

冷凍食品 494,472 473,687 104.4%
牛乳 403,028 417,537 96.5%
米 1,092,149 1,037,008 105.3%

たまご 0 0 0％
加工食品 630,385 641,117 98.3%
パン菓子 468,266 443,356 105.6%

飲料 119,615 142,266 84.1%
酒 0 0 0％

非食品 228,145 238,727 95.6%
合計 6,428,160 6,447,293 99.7%

単位：千円

＜報告・承認事項＞
１．専務理事会議の会員メンバーについて
２．事業連帯政策会議の会員メンバーについて
・監事会報告

【用語解説】
エリア共同開発商品…日生協とコープきんき事業連合が共同して開発した日生協コープ商品。
全国共同開発商品…日生協とその会員生協が共同して開発した日生協コープ商品のうち、
　　　　　　　　　　全国レベルで共同開発したもの。
ネットワー ク 商 品 …各地域のエリア共同開発商品をお互いに共有しあうもの。
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　第６回通常総会は、代議員５５名、オブザーバー２８名、ご来賓１６名、きんき役職員を含めて
総勢１５４名の参加で開催されました。ご来賓の厚生労働省近畿厚生局健康福祉部長の横尾年
裕様、農林水産省近畿農政局消費・安全部部長の和田務様、コープきんき虹の会発起人代表で
ある日本ハム株式会社代表取締役社長の小林浩様よりご祝辞を頂戴いたしました。

　

食
の
安
全
と
確
か
さ
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
コ
ー

プ
き
ん
き
商
品
検
査
セ
ン
タ
ー
」に
期
待
し
て
い
ま
す
。生
鮮

品（
野
菜
）の
価
格
や
鮮
度
の
強
化
、「
く
ら
し
応
援
宣
言
」な

ど
組
合
員
の
く
ら
し
を
守
る
と
り
く
み
の
継
続
、高
齢
者
に
も

見
や
す
い
商
品
案
内
の
改
善
や「
新
e
フ
レ
ン
ズ
」の
機
能
の

充
実
、豊
富
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
限
定
商
品
の
企
画
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
。3
生
協
の
店
舗
事
業
で
の
機
能
統
合
が
す
す
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。組
合
員
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
運
営
力
と
商

品
力
の
向
上
に
向
け
た
支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。商
品
の
開

発
や
改
善
に
参
加
で
き
る「
商
品
開
発
組
合
員
懇
談
会
」の
充

実
と
、持
続
性
の
あ
る
他
事
業
連
合
と
の
共
同
に
よ
る
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
の
強
化
に
よ
っ
て
、さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る
事
業
の

発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
の
発
言
要
旨

第６回通常総会 第６回通常総会

近畿厚生局
横尾部長

近畿農政局
和田部長

日本ハム
株式会社
小林社長

京
都
生
協　

     

馬
渕
博
子
代
議
員

「
利
用
し
や
す
い
品
揃
え
と

機
能
の
充
実
を
」

　

組
合
員
は
、生
協
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
か
ら
こ
そ

高
い
レ
ベ
ル
の「
安
全
・
安
心
」を
求
め
て
い
ま
す
。商
品
苦
情

対
応
シ
ス
テ
ム
と「
組
合
員
の
声
」シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
す
み

や
か
な
稼
動
と
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
を
望
み
ま
す
。組
合
員
の

高
齢
化
に
対
応
し
て
、量
目
の
少
量
化
だ
け
で
は
な
く
、高
齢

者
向
き
の
商
品
の
開
発
な
ど
を
早
急
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。商

品
の
開
発
・
改
善
に
か
か
わ
っ
て「
お
し
ゃ
べ
り
モ
ニ
タ
ー
会
」

「
井
戸
端
モ
ニ
タ
ー
会
」に
期
待
し
て
い
ま
す
。店
舗
事
業
に
お

い
て
は
、組
合
員
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し
、最
適
な
品
揃

え
を
お
願
い
し
ま
す
。価
格
だ
け
で
な
く
、生
協
ら
し
い
地
域

な
ら
コ
ー
プ

	

矢
藤
加
寿
子
代
議
員

「
コ
ー
プ
き
ん
き
事
業
連
合
に

期
待
す
る
こ
と
」

に
根
ざ
し
た
、競
争
に
勝
つ
店
舗
に
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の

課
題
で
す
。店
舗
の
黒
字
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

組
合
員
の
く
ら
し
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
品

揃
え
を
お
願
い
し
ま
す
。少
量
規
格
の
品
揃
え
な
ど
、高
齢
者

世
帯
や
少
人
数
世
帯
が
利
用
し
や
す
い
商
品
事
業
を
す
す
め

て
ほ
し
い
。フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
企
画
が
、近
い
将
来
実

現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。「
お
し
ゃ
べ
り
モ
ニ
タ
ー
」

企
画
の
内
容
の
充
実
を
期
待
し
て
い
ま
す
。産
地
訪
問
や
交
流

会
の
実
現
、ま
た
は
会
員
生
協
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
支
援
を
考
え

て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。新
た
な
品
質
保
証
体
系
の

仕
組
み
づ
く
り
に
は
、そ
の
内
容
と
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。商
品
管
理
分
野
で
の「
お
取
引
先
内
部
通

報
制
度
」、ク
ラ
イ
シ
ス
管
理
分
野
で
の
正
確
か
つ
迅
速
な
と

り
く
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
阪
よ
ど
が
わ
市
民
生
協

		


藤
岡
眞
弓
代
議
員

「
組
合
員
が
コ
ー
プ
き
ん
き
に

期
待
す
る
こ
と
、

実
現
し
て
ほ
し
い
こ
と
」

　

組
合
員
の
利
用
を
結
集
し
、さ
ら
に「
く
ら
し
応
援
」商
品
を

増
や
し
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。生
協
商
品
に
つ
い
て
学
び
広

め
る
活
動
が
大
切
で
す
。組
合
員
活
動
で
さ
ら
に
学
習
が
進
む

よ
う
に
、商
品
サ
ン
プ
ル
の
提
供
や
学
習
資
料
の
作
成
、講
師

の
派
遣
な
ど
、コ
ー
プ
き
ん
き
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
お
願
い
し
ま
す
。高
齢
化
が
進
む
中
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン（
開
け
や
す
い
包
材
）の
視
点
で
商
品
づ
く
り
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。視
覚
障
害
者
の
声
の
商
品
案
内
の
Ｃ
Ｄ

化
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ

		


原
田
待
子
代
議
員

「
コ
ー
プ
き
ん
き
に

期
待
す
る
こ
と
」

　
「
く
ら
し
応
援
宣
言
」に
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。組
合
員

は
、価
格
だ
け
で
は
な
く
食
の
安
全
も
求
め
て
い
ま
す
。安
全

の
基
本
は
、信
頼
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。お
互
い
に
理
解
し

あ
い
、協
力
で
き
る
、よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い

て
い
た
だ
き
た
い
。生
協
だ
か
ら
で
き
る
、正
直
で
、正
確
な

情
報
提
供
を
、も
っ
と
積
極
的
に
や
っ
て
ほ
し
い
。組
合
員
の

「
声
」が
反
映
さ
れ
る
商
品
づ
く
り
の
た
め
の
し
く
み
と
し
て

の「
お
し
ゃ
べ
り
モ
ニ
タ
ー
会
」「
井
戸
端
モ
ニ
タ
ー
会
」に
も

期
待
し
て
い
ま
す
。連
帯
の
力
で
、安
全
・
品
質
を
よ
り
一
層
高

め
な
が
ら
、価
格
を
安
定
さ
せ
、組
合
員
の
願
い
に
応
え
て
く

だ
さ
い
。

大
阪
い
ず
み
市
民
生
協

		


濱
中
和
代
代
議
員

「
組
合
員
が
求
め
る
も
の
」

わ
か
や
ま
市
民
生
協

		


王
蔵
幸
穂
代
議
員

「
世
代
・
世
帯
別
の
商
品
開
発
と

紙
面
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　

人
口
の
減
少
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
す
す
ん
で
お
り
、若

年
層
の
仲
間
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、高
齢

者
に
ご
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
商
品
の
開
発
や
紙
面
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。高
齢
者
に
も
支

持
さ
れ
る
品
揃
え
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
。商
品
案
内
の

紙
面
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
高
齢
者
向
き
の
レ
シ
ピ
」や
少
量

企
画
商
品
が
ひ
と
目
で
わ
か
る「
少
量
企
画
マ
ー
ク
」等
、様
々

な
工
夫
を
検
討
し
、改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。視
覚
障
害
の

方
の
注
文
方
法
に
つ
い
て
、よ
り
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

コ
ー
プ
し
が　

  

寺
井
有
子
代
議
員

「
2
0
0
9
年
度
事
業
方
針

に
つ
い
て
」

　

コ
ー
プ
商
品
の
品
質
保
証
は
、地
道
な
と
り
く
み
で
少
し
ず

つ
組
合
員
の
理
解
と
支
持
を
得
て
、安
心
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま

す
。産
直
商
品
や
地
元
産
商
品
を
強
化
し
て
組
合
員
の
声
に

応
え
る
商
品
企
画
を
お
願
い
し
ま
す
。コ
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
は
、

組
合
員（
消
費
者
）も
生
産
者
も
取
引
先
も
社
会
も
地
球
も
生

協
も
み
ん
な
が
OK
、み
ん
な
が
h
a
p
p
y
に
な
る
商
品
。こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
切
に
し
て
、信
頼
再
形
成
の
と
り
く
み
と

組
合
員
の
く
ら
し
を
守
る
と
り
く
み
を
お
願
い
し
ま
す
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
高
齢
者
に
優
し
い
新
た
な
サ
ー
ビ

ス「
見
守
り
便
」に
と
り
く
み
ま
す
。こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

７
生
協
で
進
め
て
い
け
れ
ば
、利
用
の
範
囲
が
広
が
り
、も
っ

と
多
く
の
組
合
員
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

新しく選 任された役員

理事長　　元木　　勲　（常勤）
専務理事　門脇　　馨　（常勤）
常務理事　上田　正行　（常勤）
常務理事　浜田　三郎　（常勤）
理事　　　西山　　実　（非常勤　生活協同組合コープしが理事長）
理事　　　千葉　正司　（非常勤　生活協同組合コープしが専務理事）
理事　　　山本　祐司　（非常勤　京都生活協同組合専務理事）
理事　　　北村　英和　（非常勤　京都生活協同組合常務理事）
理事　　　森　　宏之　（非常勤　市民生活協同組合ならコープ理事長）
理事　　　小田　剛之　（非常勤　市民生活協同組合ならコープ専務理事）
理事　　　大西　一正　（非常勤　大阪よどがわ市民生活協同組合理事長）
理事　　　前川　光治　（非常勤　大阪よどがわ市民生活協同組合専務理事）
理事　　　池　　晶平　（非常勤　生活協同組合おおさかパルコープ副理事長）
理事　　　所　　清司　（非常勤　生活協同組合おおさかパルコープ専務理事）
理事　　　藤井　克裕　（非常勤　大阪いずみ市民生活協同組合理事長）
理事　　　勝山　暢夫　（非常勤　大阪いずみ市民生活協同組合専務理事）
理事　　　上田　欣士郎（非常勤　わかやま市民生活協同組合専務理事）

理事【新任】　田中　信治　（非常勤　わかやま市民
　　　　　　　　　　　　　生活協同組合常務理事）

監事　　　　小川　和生　（常勤）
監事　　　　村田　二三男（非常勤　京都生活協同組合
                                    常務理事）
監事【新任】　水永　　亨　（非常勤　市民生活協同組合
                                  　ならコープ常勤監事）
監事　　　　髙野　安雄　（非常勤　生活協同組合
　　　　　　　　　　　　おおさかパルコープ常務理事）
監事　　　　西　　　誠　（非常勤　大阪いずみ市民
　　　　　　　　　　　　　生活協同組合常勤監事）

理　事

監　事

コープきんき事業連合発足以来、
重責を担っていただいたお二人の
理事が退任されました。

山口議長（左）  小杉議長（右） 元木専務理事 山本理事長

総会の様子

山本　邦雄 氏
尾添　　仁 氏

退任された役員の方々
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全
体
会
で
は
、門
脇
専
務
理
事
か
ら
、

０９
年
度
４
月
～
５
月
の
き
ん
き
会
員
生

協
の
供
給
高
の
状
況
、こ
の
間
の
情
勢

の
特
徴
、第
３
次
中
期
計
画
、０９
年
度
の

と
り
く
み
の
基
調
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。上
田
常
務
理

事
か
ら
は
、第
１
四
半

期
の
供
給
実
績
、き
ん

き
共
同
開
発
商
品
の

利
用
状
況
・
普
及
活
動

の
と
り
く
み
状
況
、商

品
モ
ニ
タ
ー
活
動
の

状
況
、今
後
の
と
り
く

み
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

「
第
17
回
商
品
開
発
組
合
員
懇
談
会
」を
開
催

　

７
月
２
日
、お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー

プ
本
部
に
て「
第
１７
回
商
品
開
発
組
合

員
懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。７

つ
の
会
員
生
協
と
日
本
生
協
連（
関

西
共
同
開
発
室
、関
西
第
一
支
所
、商

品
本
部
）、メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
、合
計

1
3
6
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

～
22
品
の
展
示
、53
品
の

試
食
を
行
い
ま
し
た
～

全
体
会

　

４
つ
の
コ
ー
ナ
ー

で
22
品
の
展
示
、53
品

の
試
食
を
行
い
ま
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
商

品
を
確
か
め
、
メ
ー

カ
ー
・
生
産
者
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

展
示
試
食
品
は
、①
き

ん
き
共
同
開
発
商
品（
新
規
開
発
商
品
、見
直
し
・

改
善
商
品
）、②
第
８
弾（
７
～
８
月
）く
ら
し
応

援
宣
言
商
品
、③
日
生
協
C
O
O
P
商
品（
お
す

す
め
重
点
商
品
、新
開
発
＆
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
商

品
、化
粧
品
）、④
分
散
会
検
討
商
品（
調
理
済
お

で
ん
、Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
食
事
バ
ラ
ン
ス
セ
ッ
ト（
冷
凍

弁
当
））で
し
た
。

展
示
・
試
食

　

３
つ
の
テ
ー
マ
で
分
散
会
交
流
を
行

い
ま
し
た
。最
初
に
10
月
か
ら
企
画
さ
れ

る「
無
塩
漬
あ
ら
び
き
ウ
ィ
ン
ナ
ー
（
仮

称　

パ
リ
ッ
！
ラ
ウ
ト
ブ
ル
ス
ト
）」を

試
食
し
て
い
た
だ
き
、感
想
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。こ
の
秋
か
ら
企
画
予
定
の
お
で

ん
セ
ッ
ト
、新
た
に
追
加
さ
れ
た
４
品
目

の
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
食
事
バ
ラ
ン
ス
セ
ッ
ト

（
冷
凍
弁
当
）の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

分
散
会

開発・改善の試作品や現行商品について気軽に話し
合っていただく「聞かせて！井戸端モニター会」のとり
くみを始めました。

４月は冷凍讃岐うどん、５月は赤魚の煮付け、６月は生
タイプ信州即席みそ汁・レギュラーコーヒーオリジナ
ルブレンド、７月は国産ベーコン・サラダベースの各商
品について、組合員のご意見を伺いました。モニター
に参加された組合員は延べ365名になっています。

このモニター会を「組合員の声と願いでコープ商品を
作る」活動の基本
と位置づけ、これ
からもとりくみを
強めていきます。

　　

「聞かせて！井戸端モニター会」の
とりくみを開始しました。

「
09
年
度
第
１
回
組
合
員
理
事
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、チ
サ
ン
ホ
テ
ル
新
大

阪
に
お
い
て「
09
年
度
第
１
回
組

合
員
理
事
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

元
木
理
事
長
か
ら
、09
年
度
の
重

点
課
題
と
し
て
、「
く
ら
し
応
援
」

と
生
協
の
信
頼
の
再
形
成
、Ｍ
Ｄ
の

改
革
、ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
が
あ
る

こ
と
、ま
た
コ
ー
プ
き
ん
き
の
09
年

度
経
営
組
織
・
運
営
組
織
お
よ
び
、

組
合
員
理
事
懇
談
会
の
位
置
づ
け

と
09
年
度
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
田
常
務
理
事
か
ら
は「
09
年
度

第
１
四
半
期
の
事
業
到
達
と
当
面

す
る
第
２
四
半
期
対
策
」、「
組
合

員
の
声
の
実
現
と
商
品
開
発
・
改
善

の
と
り
く
み
」に
つ
い
て
、門
脇
専

務
理
事
か
ら
は「
品
質
保
証
体
系
の

再
構
築
の
と
り
く
み
」と「
第
６
回

通
常
総
会
の
討
議
の
ふ
り
か
え
り
」

に
つ
い
て
報
告
し
、ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見

◀「聞かせて！
　井戸端モニター会」
　（いずみ市民生協）

①「
09
年
度
第
１
四
半
期
の
事
業
到
達

と
当
面
す
る
第
２
四
半
期
対
策
」、

「
組
合
員
の
声
の
実
現
と
商
品
開
発
・

改
善
の
と
り
く
み
」に
つ
い
て

・
く
ら
し
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中

で
、組
合
員
の
低
価
格
へ
の
願
い
に

応
え
る
と
り
く
み
を
お
願
い
し
ま

す
。国
産
の
ニ
ー
ズ
な
ど
へ
の
対
応

の
仕
方
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

・
各
種
の
商
品
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
ま

す
が
、各
々
の
モ
ニ
タ
ー
の
位
置
づ

け
や
目
的
、開
催
条
件
な
ど
が
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
情
報
を
整
理
し
て

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

・
商
品
が
安
く
な
る
こ
と
は
う
れ
し

く
思
い
ま

す
が
、取
引

先
の
経
営

に
過
度
の

負
担
と
な

ら
な
い
よ

う
に
、取
引

先
の
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
取
引

を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

・
秋
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
拡
大
に
備
え
て
、マ
ス
ク
の
確
保

は
あ
り
が
た
い
で
す
。

②「
品
質
保
証
体
系
の
再
構
築
の

    

と
り
く
み
」

・
商
品
ト
ラ

ブ
ル
の
原

因
究
明
と

対
策
、代
替

品
の
手
配

な
ど
、迅
速

に
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
を
よ
く
予
測

し
て
、そ
れ
に
備
え
て
フ
ー
ド
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
に
と
り
く
ん
で
ほ
し
い
。

・
生
協
な
ら
で
は
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
す
め
て
ほ
し

い
。安
全
に
関
わ
る
情
報
開
示
だ
け

で
は
な
く
、生
協
と
し
て
く
ら
し
と

健
康
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
情
報

提
供
を
も
っ
と
強
め
て
ほ
し
い
。

③「
第
６
回
通
常
総
会
の
討
議
の

    

ふ
り
か
え
り
」

・
き
ん
き
総
会
議
案
の
事
前
討
議
で

は
、会
員
生
協
の
中
で
横
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
工
夫
し

た
い
。

・
組
合
員
理
事
懇
談
会
の
場
で
、商
品

政
策
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
意

見
交
換
す
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。



無
店
舗　

食
品
事
業

店
舗
事
業

　

第
1
四
半
期
の
ｅ
フ
レ
ン
ズ
登
録
会
員
は

22
万
7
2
0
1
名
、
前
年
比
1
2
1
.
7
％
と
な

り
ま
し
た
。登
録
率
は
2
5
.
3
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

ｅ
フ
レ
ン
ズ
会
員
限
定
企
画
は
週
平
均
で

1
5
0
0
万
円
前
後
の
供
給
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
非
食
品
の
宅
配
企
画
、
９
月
に
は
ｅ
フ
レ

ン
ズ
会
員
拡
大
の
と
り
く
み
と
連
動
し
た
商
品
企
画

を
す
す
め
ま
す
。

　

新
ｅ
フ
レ
ン
ズ
の
受
注
障
害
に
よ
っ
て
組
合
員
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
６
月
８
日

（
パ
ル
・
よ
ど
が
わ
）、

６
月
22
日
（
い
ず
み
）

よ
り
再
稼
動
を
し
ま
し

た
。

　

ｅ
フ
レ
ン
ズ
の
安
定

稼
動
を
確
保
し
、
障
害

の
発
生
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

67

無
店
舗　

非
食
品
事
業

　

第
１
四
半
期
の
供
給
高
は
71
億
6
6
0
5
万
円
（
予

算
比
9
8.
9
％
、
前
年
比
9
8.
6
％
）、
荒
利
益
高

24
億
9
0
0
5
万
円
（
予
算
比
9
5.
3
％
、
前
年
比

9
6.
3
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
必
需
品
を
中
心
と
し
た
日
用
消
耗
品
は
、
売
場
の

拡
大
と
「
く
ら
し
応
援
宣
言
」
商
品
の
打
ち
出
し
で
、

利
用
人
数
が
前
年
比
1
0
6
.
0
％
と
な
り
、
予
算
比
、

前
年
比
と
も
に
大
き
く
伸
長
し
ま
し
た
が
、
売
場
を
絞

り
込
ん
だ
家
庭
用
品
の
利
用
不
振
か
ら
、
非
食
品
全
体

で
は
供
給
高
・
荒
利
益
高
と
も
予
算
・
前
年
を
下
回
り

ま
し
た
。

第
２
四
半
期
以
降
は
、「
く
ら
し
応
援
」
の
継
続
と
強
化

を
図
り
、「
期
間
値
下
げ
」

「
年
間
最
安
値
」「
値
下
げ
商

品
」
の
打
ち
出
し
で
、
利

用
率
前
年
伸
長
1
0
2
％

を
め
ざ
し
ま
す
。
利
用
し

や
す
い
売
場
づ
く
り
、
ふ

だ
ん
の
く
ら
し
に
役
立
つ

品
揃
え
と
価
格
を
実
現
し
、

利
用
を
高
め
て
行
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

2009 年第 1 四半期 ｅフレンズ登録会員数の到達

ｅフレンズ会員限定企画の利用状況（2009 年４月～ 6 月）

　

共
同
仕
入
の
対
象
で
あ
る
加
工
食
品
と

菓
子
部
門
の
供
給
高
は
26
億
2
8
2
万

円
と
な
り
計
画
を
達
成
（
予
算
比

1
0
1
.
8
％
）
し
ま
し
た
。
部
門
別
で

は
加
工
食
品
1
0
2
.
0
％
、
菓
子
部

門
9
8
.
5
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
重

点
と
な
る
商
品
分
類
を
設
定
し
、
利
用

の
普
及
と
荒
利
益
の
改
善
を
す
す
め
ま
し

た
。

　
「
く
ら
し
応
援
宣
言
」
は
3
月
度
か

ら
月
単
位
に
変
更
し
ま
し
た
。
4
月

4
1
9
品
目
、
5
月
3
8
4
品
目
、
6

月
4
9
6
品
目
を
設
定
し
、
市
況
価
格

に
機
敏
に
対
応
し
ま
し
た
。
第
2
四
半
期

は
、
さ
ら
に
市
場
価
格
を
ふ
ま
え
た
低
価

格
の
打
ち
出
し
を
強
め
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
の
共
同
仕
入
れ
を
5
会
員
生

協
の
参
加
で
実

施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
年
間

5
0
0
万
円
の
コ

ス
ト
削
減
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

e
フ
レ
ン
ズ
会
員

登
録
率
が
2
5.
3
％

に
な
り
ま
し
た

実績 計画 前年比
会員数 227,201名 235,931名 121.7％

供給高 回当たり平均供給高 内きんき共通供給高
4月度 73,659千円 14,732千円 12,443千円
5月度 59,266千円 14,817千円 12,804千円
6月度 63,285千円 15,821千円 13,633千円

重
点
商
品
の
普
及
と

荒
利
益
の
改
善
を

す
す
め
ま
し
た

供
給
高
・
荒
利
益
高
・
世
帯
利
用
高

と
も
予
算
を
達
成
し
ま
し
た

　

第
１
四
半
期
の
供
給
高
は
4
1
1
億
7
5
1
3
万
円

（
予
算
比　

1
0
0
.
1
％
、
前
年
比　

1
0
2
.
5
％
）

荒
利
益
高
は
1
1
4
億
9
6
9
1
万
円
（
予
算
比　

1
0
0
.
7
％
、
前
年
比　

1
0
2
.
1
％
）、
世
帯
利
用

高
は
4
3
9
5
円
（
予
算
比　

1
0
0
.
0
％
、
前
年
比

9
9
.
1
％
）
と
予
算
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

利
用
人
数
は
前
年
比
1
0
3
.
5
％
と
な
り
ま
し
た
が
、

世
帯
利
用
高
は
前
年
比
9
9
.
1
％
と
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
遅
ら
せ
て
き
た
値
上
げ
実
施
の
影
響
で
、
精
肉
・
牛

乳
・
卵
・
加
工
食
品
の
部
門
な
ど
で
商
品
の
単
価
が
上
昇
し

利
用
点
数
が
減
少
し
た
こ
と
が
世
帯
利
用
高
に
影
響
し
て
い

ま
す
。

　

第
２
四
半
期
以
降
は
、

引
き
続
き
、「
く
ら
し
応

援
宣
言
」、
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｐ
の

継
続
・
強
化
、
低
価
格
商

品
の
拡
大
、
お
買
い
得
・

ま
と
め
買
い
企
画
を
通

じ
て
、
家
計
を
応
援
す
る

取
り
組
み
を
一
層
強
め

ま
す
。

＜２００９年度第１四半期　無店舗食品事業＞

酒・飲料 ドライ・冷食 生鮮Ⅰ
（水産・畜加工品・日配）

生鮮Ⅱ
（農産・精肉・米・牛乳・卵）

計画比 前年比 計画比 前年比 計画比 前年比 計画比 前年比
供給高 98.5％ 100.7％ 101.2％ 103.9％ 100.5％ 102.7％ 98.9％ 101.3％
荒利益高 98.4％ 100.2％ 101.7％ 103.3％ 100.3％ 101.6％ 100.3％ 101.5％
世帯利用高 98.4％ 97.3％ 101.1％ 100.4％ 100.3％ 99.2％ 98.8％ 97.9％

注）数値はコープきんき 7 生協の合計です。

＜ 2009 年度第１四半期　無店舗非食品事業＞
日用消耗品 家庭用品 化粧品・衛生用品他 趣味娯楽・身の回り

計画比 前年比 計画比 前年比 計画比 前年比 計画比 前年比
供給高 106.8％ 107.5％ 85.6％ 84.5％ 99.5％ 104.1％ 99.3％ 95.4％
荒利益高 102.2％ 106.4％ 83.7％ 83.0％ 97.3％ 103.1％ 96.9％ 94.3％

注）数値はコープきんき 7 生協＋コープ北陸の合計です。

2
0
0
9
年
度
の
第
1
四
半
期
事
業
到
達

日
用
消
耗
品
の
利
用
が
大
き
く

伸
長
し
ま
し
た

品
質
保
証

①
特
定
原
料
指
定
商
品
の
管
理

高
リ
ス
ク
原
料
点
検
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
原
料
産
地
の
裏
付
け
や

衛
生
管
理
の
水
準
に
つ
い
て
点
検
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
コ
ー
プ
商
品
以
外
の
Ｎ
Ｂ
商
品
に
つ
い
て
も
、
１
６
７

工
場
の
点
検
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

②
お
取
引
先
と
の
連
携

4
月
か
ら
お
取
引
先
内
部
通
報
制
度（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ー

ル
）
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
21
日
に
お
取
引
先

の
会
で
あ
る
「
コ
ー
プ
き

ん
き
虹
の
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
品
質
管
理
の

向
上
の
た
め
に
、
お
取
引

先
と
の
連
携
を
強
め
て
い

き
ま
す
。

③
商
品
検
査

商
品
検
査
は
2
7
7
2

品
目
4
0
5
8
検
体
を

実
施
し
ま
し
た
。
新
規
商

品
検
査
で
基
準
外
に
な
っ

た
商
品
に
つ
い
て
は
、
取

り
扱
い
を
中
止
し
、
流
通

品
検
査
で
基
準
外
に
な
っ

た
商
品
に
つ
い
て
は
、
原

因
調
査
と
対
策
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

新
た
な
品
質
保
証
体
系
の

実
践
を
す
す
め
て
い
ま
す

検査区分 品目数 検体数 基準外数

新規商品検査

微生物検査 477 1,761 3
食品添加物検査 160 162 0
輸入加工食品残留農薬検査 14 14 0
加工食品アレルゲン検査 43 43 0

流通品検査
ＣＯ・ＯＰ商品微生物検査 808 808 14
ＮＢ商品微生物検査 1,168 1,168 10

事前検査
中国製品残留農薬検査 67 67 0
農産物残留農薬検査 35 35 0
合計 2,772 4,058 27

第 1 四半期商品検査の実施状況

※商品検査の判定は、自主基準に基づいておこなっています。
　基準外であっても商品の安全性に問題はありません。


